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１． 実施概要 
 
（１）回答率 
 

調査対象企業数    ５００社 
回 答 企 業 数    １９２社 
回  答  率   ３８．４％ 
（業種別）  
  製 造 業     ７３社 
  建 設 業     ３８社 
  卸 売 業     ２０社 
  小 売 業     ２８社 
  サービス業     ３３社 
  合   計    １９２社 

 
（２）実施時期 
   平成１９年７～９月期 
 
（３）調査内容 

調査対象１四半期について前期比、前年同期比及び来期見通しについて、

売上高（出荷額・受注額）、採算（経常利益ベース）、資金繰りの状況、

仕入れ単価（資材、原材料、商品）、雇用（労働力）状況（含むパート）、

設備投資計画、業況の各項目ごとに景況感を調査した。 
 
（４）調査対象 
   県内９つの商工会議所（宮崎・都城・延岡・日向・高鍋・日南・小林・ 
   串間・西都）の地域の実情を考慮して、製造業、建設業、卸売業、小売 
   業、サービス業の５業種で合計５００社を調査対象とした。 
 
（５）調査方法 
   県内９商工会議所において、それぞれの地域の調査対象企業へ調査票を 
   送付し、回答を返信用封筒及びファクシミリで返信していただき、それ 
   ぞれの商工会議所で行った調査結果を宮崎商工会議所専門経営指導セン 
   ターにインターネットを活用して返信し、集計分析を行った。 



２． 調査結果（ＤＩ） 
ＤＩとは（景況判断指数）とは 
 ＤＩは、売上・採算・資金繰り・仕入価格・雇用状況・設備投資・業況などの各項目につい

ての、判断状況を表します。 

 ゼロを基準として、プラス値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多いことを示し、マイナ

スの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多いことを示します。従って、売上高などの実数

値の上昇率を示すものではなく、強気・弱気などの景気感の相対的な広がりを意味します。 
   売  上ＤＩ＝（増加回答の割合）―（減少回答の割合） 
   採  算ＤＩ＝（好転  〃  ）―（悪化  〃  ） 
   資金繰りＤＩ＝（好転  〃  ）―（悪化  〃  ） 
   仕入価格ＤＩ＝（下落  〃  ）―（上昇  〃  ） 
   雇用状況ＤＩ＝（不足  〃  ）―（過剰  〃  ） 
   設備投資ＤＩ＝（拡大  〃  ）―（減少  〃  ） 
   業  況ＤＩ＝（好転  〃  ）―（悪化  〃  ） 
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前年同期比（全企業ＤＩの推移） 

  05/1-3 4-6 7-9 10-12 06/1-3  4-6 7-9 10-12 07/1-3 4-6 7-9 
■売上 -8.7 -12.1 -12.6 -3.3 8.8 -1.9 1.0 -7.4 2.1 -12.4 -21.1
◆採算 -12.0 -17.2 -18.6 -14.6 -1.5 -12.1 -17.8 -17.5 -14.4 -23.0 -26.3
●資金繰り -6.7 -12.6 -15.6 -6.6 -8.2 -8.9 -8.7 -11.6 -7.2 -14.6 -18.6
▲仕入価格 -30.3 -31.2 -35.2 -45.3 -42.3 -44.6 -51.9 -48.1 -45.9 -53.9 -56.7
△雇用状況 1.4 -2.3 4.0 7.1 7.7 6.4 13.5 5.3 5.2 1.7 -2.6
◇設備投資 -2.4 -4.2 -7.0 3.3 -3.1 5.7 0.0 -2.1 2.1 -6.7 -4.6
＊業況 -2.9 -18.1 -11.6 -8.5 -6.2 -12.7 -10.6 -15.3 -12.4 -18.5 -22.7



３． 概況 

「依然として建設・小売が厳しい状況」 
 
（１）今期の特徴 

 前期比のＤＩ値は、前回調査より改善し全業種ではプラス値を示した。

業種別では、製造・卸売・サービスは売上ＤＩがプラスだが、建設・小

売が足を引っ張っている。 
 前年同月比のＤＩ値は、全業種ではほとんどの項目で前回調査でより

悪化している。業種別でみても同じく前回調査より悪化しているが、公

共投資圧縮と入札制度改定の影響が大きい建設業が最も厳しい数値とな

っている。 
 また、全業種とも原油価格高騰の影響を受け、大きな影響を受けてい

る模様。 
 
（２）来期の見通し 

来期の見通しは、全業種では前回調査より改善しほとんどの項目で改

善をみせた。業種別で見ると、来期は年末需要を期待できるため、製造

業・卸売・小売・サービスで売上ＤＩがプラス値を示している。建設業

のみがほとんどの項目で大きなマイナス値となり、ひとり取り残されて

いる状況。 
ここでも、原油価格の高騰により、仕入価格が大きなマイナス値を示

し、中小企業の懸念を現している。 
 
（３）経営上の問題点 

今回は上位の順位に変動はなく、やはり「需要の停滞」が１位で、２

位に「原材料価格の上昇」、３位に「製品（販売）単価の低下・上昇難」

と続き、上位３つは前回と不変。 
 
（４）今後の対応策 

 今回も、「新規市場を開拓したい」が１位、「その他合理化を実施した

い」が２位と上位を占める。少し離れて、「新製品の開発を行いたい」が

３位と続いている。 
 



前期比(平成１９年４～６月比)
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全業種でのＤＩ値
は、売上が前回調
査より改善し、プ
ラスに転じた。そ
の他の項目は、前
回並み。業種別で
は、前回調査より
改善しているもの
の、建設業・小売
業が厳しい数値を
示している。

前年同期比(平成１８年７～９月比)
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前年同期比のＤＩ
は、ほとんどの項
目で前回調査より
悪化。程度はあ
れ、全業種とも悪
化しているが、特
に公共工事圧縮と
入札制度改定の影
響を受けている建
設業が足を引っ張
り、小売業が厳し
い数値を示してい
る。

来期の見通しで
は、売上ＤＩが前
回調査より改善、
プラスに転じた。
ただ、年末需要が
期待できる他の業
種に比べ、建設業
だけが大きなマイ
ナスと取り残され
ている。仕入価格
ＤＩに関しては、
原油価格の高騰を
懸念してか、ほと
んどの業種で大き
なマイナス値と
なっている。

４． 県内の景気動向（全業種）
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前期比(平成１９年４～６月比)
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「住宅着工減少」
（建築資材）、
「国内自動車関係
の伸び悩み」（一
般機械器具）等の
声が聞こえるが、
売上ＤＩ値は改善
している。ただ、
原油価格の高騰に
よる「原材料の値
上げ」に関するコ
メント多し。

「アジア圏での建
設機械需要増」
（一般機械器
具）、「新規開拓
により堅調」（焼
酎）等の声もある
が、前回調査でプ
ラスであった売上
ＤＩがマイナスに
転じた。やはり、
原油価格高騰の影
響も大きい。

「公共工事抑制と
入札制度改定」
（セメント）、
「不採算部門の東
南アジアへの移
管」（オイルシー
ル）の影響もある
が、年末に向けて
の期待か売上ＤＩ
はプラス、採算Ｄ
Ｉも若干改善を見
込んでいる。

５． 業種別の景気動向

(1) 製造業
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前期比(平成１９年４～６月比)
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前期が年度初めの
最悪期であったた
め、前期比ＤＩは
数値的にはほとん
どの項目で改善を
みせた。業況全て
が良くなったとい
うわけではなく、
公共工事減少⇒仕
事減、入札制度の
改正⇒競争激化し
ているとみられ
る。

前年同期比ＤＩは
前回調査とほぼ同
じだが、全業種中
最も悪い数値と
なっている。公共
工事抑制、入札制
度変更に加え、燃
料の高騰が大きな
問題となってい
る。

来期見通しＤＩは
前回調査に比べ改
善を見せている。
ただし、他の業種
が年末に向けて売
上ＤＩがプラス予
想である中、本業
種だけ大きなマイ
ナス。業界の厳し
い状況を物語って
いる。

(2) 建設業

-7-



前期比(平成１９年４～６月比)
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同じ卸売の中でも
紙文房具や機械工
具のような「夏枯
れ」もみられる
が、取引量が増加
する青果卸、中元
期にあたる食料品
卸が引っ張り前期
比ＤＩは改善して
いる（ちなみに、
前回調査も売上Ｄ
Ｉはプラス）。

前年同期比ＤＩは
前回調査に比べ悪
化している。「原
材料の値上げ」
（建築資材）、
「需要の低迷」
（紙文具）、
「（県内の）地方
ではギフト、業務
用とも不振」（食
品卸）等厳しいコ
メントが多かっ
た。

来期見通しは前回
調査に比べて改
善。「需要の低
迷」（紙文具、食
品卸、青果卸）や
仕入価格のアップ
を嘆くコメントも
多かったが、年末
に向けての荷動き
への期待がみられ
る。

(3) 卸売業
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前期比(平成１９年４～６月比)
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小売業の前期比Ｄ
Ｉは、前回調査よ
り改善を見せたも
のの、依然として
マイナス値を示し
ている。中元期の
上乗せがあった企
業もあったようだ
が、「業況変わら
ず」の声多し。ま
た、ここでも、仕
入価格の上昇のコ
メントが多かっ
た。

前年同期比も売上
ＤＩは、前回調査
とほぼ同じである
が、全業種中でも
建設業に続いて悪
い数値を示してい
る。その他のＤＩ
値は悪化してお
り、「仕入価格値
上がり」に関する
コメントが多かっ
た。

来期見通しでは、
売上ＤＩがプラス
に転じた。年末に
向けて、歳暮時期
にあたることやイ
ベントを仕掛ける
動きがみられる。
ただ、仕入価格の
マイナス値が全業
種中で最も高大き
く、小売業者の懸
念が見て取れる。

(4) 小売業
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前期比(平成１９年４～６月比)

8.6

-14.3

-2.9

-37.1

20.0

-14.3
-8.6

-50.0

-40.0

-30.0

-20.0

-10.0

0.0

10.0

20.0

30.0

売上 採算 資金繰り 仕入価格 雇用状況 設備投資 業況

悪化 悪化 悪化 上昇 過剰 縮小 悪化
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前年同期比(平成１８年７～９月比)
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来期見通し(平成１９年１０～１２月見通し)
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増加 増加 好転 低下 不足 拡大 好転

サービス業の前期
比売上ＤＩは、プ
ラスで前回調査か
ら回復を見せた。
依然として、「競
争が激しい」との
声も聞かれるが、
中国・韓国の成
長、県外資本の広
告増に引っ張られ
ているが、中に
は、「知事効果」
を受けている企業
もみられた。

前回調査ではプラ
スであった前年同
期比の売上ＤＩが
悪化し、若干では
あるがマイナス値
を示した。「大型
ＳＣオープンの３
年前の水準に戻っ
た」との声もある
が、「気候の変
動」の影響を受け
ている業態も見受
けられる。

来期見通しでは、
売上ＤＩがプラス
に転じ、前回調査
より改善を見せ
た。燃料を消費す
る業態は原油価格
の高騰を懸念する
声も聞かれるが、
ホテル・宴会関係
は年末に向けての
需要や「知事のＰ
Ｒ効果」に期待す
る声が多かった。

(5) サービス業（飲食関連・観光関連を含む)
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順位

１位 需要の停滞

２位 原材料（仕入単価）価格の上昇

３位 製品（販売）単価の低下・上昇難

４位 県内大手企業の事業展開による競争の激化

５位 県外大手企業の進出による競争の激化

順位

１位 原材料（仕入単価）価格の上昇

２位 製品（販売）単価の低下・上昇難

３位 需要の停滞

４位 熟練技術者（従業者）の不足

５位 生産設備の不足・老朽化

順位

１位 需要の停滞

２位 県内大手企業の事業展開による競争の激化

３位 原材料（仕入単価）価格の上昇

４位 県外大手企業の進出による競争の激化

５位 製品（販売）単価の低下・上昇難

項目一覧
    1.県外大手企業の進出による競争の激化     2.需要の停滞
    3.県内大手企業の事業展開による競争の激化     4.新規参入業者の増加
    5.生産設備の不足     6.製品ニーズの変化
    7.原材料（仕入単価）価格の上昇     8.生産設備の過剰
    9.原材料・人件費以外の経費の増加    10.人件費の増加
   11.製品（販売）単価の低下・上昇難    12.原材料の不足
   13.熟練技術者（従業者）の不足    14.金利負担の増加
   15.従業員の不足    16.事業資金の借入難
   17.商品在庫の過剰    18.取引条件の悪化
   19.円高による海外製品との競争激化    20.代金回収の悪化
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６．経営上の問題点



順位

１位 需要の停滞

２位 原材料（仕入単価）価格の上昇

３位 製品（販売）単価の低下・上昇難

４位 県外大手企業の進出による競争の激化

５位 原材料・人件費以外の経費の増加

順位

１位 需要の停滞

２位 原材料（仕入単価）価格の上昇

３位 県内大手企業の事業展開による競争の激化

４位 原材料・人件費以外の経費の増加

５位 製品ニーズの変化

順位

１位 需要の停滞

２位 原材料（仕入単価）価格の上昇

３位 熟練技術者（従業者）の不足

４位 新規参入業者の増加

５位 原材料・人件費以外の経費の増加

項目一覧
    1.県外大手企業の進出による競争の激化     2.需要の停滞
    3.県内大手企業の事業展開による競争の激化     4.新規参入業者の増加
    5.生産設備の不足・老朽化     6.製品ニーズの変化
    7.原材料（仕入単価）価格の上昇     8.生産設備の過剰
    9.原材料・人件費以外の経費の増加    10.人件費の増加
   11.製品（販売）単価の低下・上昇難    12.原材料の不足
   13.熟練技術者（従業者）の不足    14.金利負担の増加
   15.従業員の不足    16.事業資金の借入難
   17.商品在庫の過剰    18.取引条件の悪化
   19.円高による海外製品との競争激化    20.代金回収の悪化
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順位

１位 新規市場を開拓したい

２位 その他の合理化を実施したい

３位 人件費を削減したい

４位 新製品の開発を行いたい

５位 雇用調整を行いたい

順位

１位 その他の合理化を実施したい

２位 新規市場を開拓したい

３位 新製品の開発を行いたい

４位 人件費を削減したい

５位 生産調整を行ないたい

順位

１位 新規市場を開拓したい

２位 人件費を削減したい

３位 その他の合理化を実施したい

４位 下請け発注を減らしたい

５位 雇用調整を行いたい

項目一覧
    1.新規採用を見合わせたい     2.雇用調整を行いたい（１を除く）
    3.人件費を削減したい     4.生産調整を行いたい（操業短縮など）
    5.その他の合理化を実施したい（製造工程の簡素化など）
    6.設備投資を縮小したい     7.新製品の開発を行いたい
    8.新規市場を開拓したい     9.業種転換を行いたい
   10.経営の多角化を行いたい    11.下請け発注を減らしたい
   12.海外へ生産拠点を移したい    13.海外から原料・部品を調達したい

19
25

53

11

94

23

49

103

3

25
19

0
5

0

20

40

60

80

100

120

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

6 6

16

8

46

5

30

40

1
5

8

0
3

0

10

20

30

40

50

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

5

9

15

2

13

4
5

19

1

8

10

0
1

0

10

20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

建設業

項目

全業種

項目

製造業

項目

７．今後の対応策



順位

１位 新規市場を開拓したい

２位 人件費を削減したい

３位 その他の合理化を実施したい

４位 新製品の開発を行いたい

５位 新規採用を見合わせたい

順位

１位 その他の合理化を実施したい

２位 新規市場を開拓したい

３位 人件費を削減したい

４位 設備投資を縮小したい

５位 新規採用を見合わせたい

順位

１位 新規市場を開拓したい

２位 その他の合理化を実施したい

３位 経営の多角化を行いたい

４位 人件費を削減したい

５位 新製品の開発を行いたい

項目一覧
    1.新規採用を見合わせたい     2.雇用調整を行いたい（１を除く）
    3.人件費を削減したい     4.生産調整を行いたい（操業短縮など）
    5.その他の合理化を実施したい（製造工程の簡素化など）
    6.設備投資を縮小したい     7.新製品の開発を行いたい
    8.新規市場を開拓したい     9.業種転換を行いたい
   10.経営の多角化を行いたい    11.下請け発注を減らしたい
   12.海外へ生産拠点を移したい    13.海外から原料・部品を調達したい
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業種名 事業内容 略名 国県への要望
製造業 繊維製品製造業 都城 県外の大手企業の進出により、地元の中小企業の小売業の影響は大きい

製造業 製材業 都城 バイオマス燃料への転換を進めるため補助が必要ではないでしょうか

製造業 醤油･味噌製造販売 都城 新規市場の開拓を行っているが、現実的には難しい。採算がとれるかどうか疑
問。あまりにも経費がかかりすぎる

製造業 金属製品製造業 宮崎 石油製品値上げに対する行政指導

製造業 印刷業 宮崎 県内企業の優先化。下請け・外注先が県外に集中している。地元でできること
は地元企業に。安かろうではなく、県内企業育成に力を。

製造業 都市ガス製造供給販売 宮崎 現在、投機的な色合いの強い原油価格の動向と産油国の生産動向が乖離し
ていることが市場経済の不安定要素になっとおり、先の見通しができにくい状
況がある。早期に安定価格へ行こうすることが望まれる。

製造業 ＩＣ製造業 宮崎 原油高騰による重油価格上昇、電力量アップ等民間企業独自のコスト削減だ
けでは、厳しい状況となってきております。国・県も公務員のスリム化を行い民
間企業の税負担を減らす努力をして欲しいものです。

製造業 鋼材加工販売 延岡 一般競争の激化の為、薄利又は、赤字受注の方向にあり、中長期的な施策が
必要では。

製造業 自動車専用部品製造 日南 材料費の値上げ、原油高の影響で輸送コストが上がっています。特に輸送コ
ストは重要な問題です。油津港の整備等早急な対応をお願いします。

製造業 紙･パルプ製造 日南 為替ルート、原油価格等、全く先が読めない状況で今後の景況は不透明であ
る。

製造業 建築資材卸 小林 原油の高騰等で不景気に拍車がかかる感がする。

製造業 焼酎製造販売 串間 本格焼酎（特に地元産の赤芋）で製造した芋焼酎、全国でより拡販できるよう
行政サイドの支援・協力を願いたい。

製造業 省力化機械部品 串間 エンドユーザ（メーカー）は大変な利益を出していますが、我々下請の零細企
業は原材料の高騰。メーカーからの更なるコストダウンの要請等ですっかり元
気がなくなっているのが現状かと思います。設備投資又新規採用等はまったく
考えられなく如何にしたら現状を維持できるかを考える事でいっぱいです。メー
カーがその点に気付き下請企業に投資をしてくれると良いのですが、今の現
状では海外に目を向け自国の企業の事は考えていないのではないでしょう
か？近い将来に下請け企業が少なくなり困るのが見えないのでしょうか。

建設業 電気工事 宮崎 入札制度の最低制限価格を９０％前後に上げてください

建設業 建設業 宮崎 適正価格での受注（設計予定価格の90%程度）

建設業 管工事冷暖房設備 宮崎 業界の現状を正確に把握して、何が必要なのか不必要なのかを正しく認識し
てください。

建設業 電気設備工事 宮崎 一般競争入札により、地元企業は大企業の競争力に負けて苦汁をなめる
日々が続いております。クラス別の氏名競争入札方式に戻していただきたい。

建設業 生コン製造  建設業 宮崎 燃料の値上がりによる仕入材料の値上げで、受注の減少した業容維持をいか
にするか。自社内だけの努力だけではどうにもならない問題が多い。景気に対
する行政の対策に期待する。

建設業 建築工事業 宮崎 業界の動向は「景気は引き続き上昇基調にある」という日銀短観で示されるよ
うなものではなく、国の基盤産業ともいえる建設業に対しては「締め付け」だけ
が目立つ昨今であるような気がする。

建設業 建設業 日向 公定歩合や消費税の引き上げをしないで欲しい。

８．国・県への要望



建設業 建設業 日向 電子入札が行われているが、地域導入優先を考えて欲しい。どの地域にも誰
でも入札できる制度は良い事かと思う。日向市の物件は、日向市の業者より
入札できる制度が望ましいと考える。

卸売業 建築資材 都城 県の知事問題にて公共工事の発注が遅れたことを考えると、県等の公共工事
は年間平均した発注ができるようにしてほしい

卸売業 建築･木工･金物 都城 もっともっと本業に力をいれていきたい

卸売業 建築資材販売 日向 今後の土木業への販売、工事等は差し控えたい。当社の主な取引先の業者
が、談合問題の一件で、（制度改革が行われ）一般競争入札へ移行したため
受注が出来ない。２０～３０％落札率が低下した為、資材販売にも大きく響いて
くる。入札制度を改善する必要が大いにある。

卸売業 青果卸 日南 景気が低迷していて消費が伸びず、苦慮しているところに、また消費税値上げ
の話がちらほら出ていますが、値上げは絶対反対です。健康保険や厚生年金
の財源不足の解消については、まだ他にやれることがあると思います。不公
平感も多大にあります。行政は値上げだけしか打つ手がないのでしょうか。

卸売業 建築資材卸 日南 公共事業によるものが大きく左右しますので公共事業に対する予算をお願い
したい

小売業 写真カメラビデオ販売 宮崎 原油価格に対する対応と新しいエネルギーの開発を。社員雇用（社会保険有）
の優遇策。

小売業 各種時計宝飾其の他 宮崎 原油の値上がりが全てに影響してきて、インフレとも違うようである。そして消
費税を上げる話しなど全く現実の分かっていない政治家の考えで、それよりも
国民が我慢するところが必要なことがあると思う。

小売業 総合小売業 宮崎 ガソリン最高値、原油高騰→配達、加工費増、対策を急ぎお願いいたします。

小売業 服飾附属品・手芸 宮崎 駐車場を街の中に作って欲しい（市営）。道路一車線できましたら駐車場にし
て欲しい。

小売業 百貨店 日南 油津地区にはザピア、山形屋と大型店はあるが、取り巻きの商店街が空洞化
しており、中心市街地活性化事業の早期実現を望みます。

小売業 ガソリンスタンド 日南 地方においては景気浮揚の実感がない。新知事の誕生で宮崎市内は観光客
が増えているようだが、日南では人の実感がない。宮崎県内全体の景気浮揚
を実施してもらいたい。まずは雇用の場を増やしてもらいたい。

サービス業 貨物運送業 都城 原油価格が上昇しており、運送業界にとっては非常に厳しい経営環境である。
原油価格の個安定化のため早急に対応してほしい。軽油引取税の軽減を強く
要望します

サービス業 総合不動産業 宮崎 国内において金の流れが片寄っているので、地方にも流れるようにして欲し
い。

サービス業 宿泊宴会会議等 宮崎 観光宮崎＝ケアタウン宮崎と考えており、誰もが住みやすく、時間を消費でき
る街づくりが、今後抱えるいくつもの問題を解決できると考えております。

サービス業 一般旅客自動車運事業 宮崎 毎週水曜日は「ノーマイカーデー」とし、公共交通機関利用促進及び環境問題
を含めて取り組んで欲しい

サービス業 飲食業 宮崎 夜の宴会や接待が激減しております。知事人気で全国規模の大会をどんどん
誘致してください。

サービス業 美容婚礼業 宮崎 税負担を軽くしてほしい

サービス業 ホテル 日南 知事が全国版で宮崎をＰＲされている。その波にのって各市町村の魅力を発
信し、観光客の増加を図ってほしい

サービス業 温泉浴場 串間 道路特定財源が余っているなら一般財源に回さずに約４０％のガソリン税を一
時半分以下にして欲しい
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